
アカガイ幼生餌料生物の大量培養試験

横 山 勝 幸 ･伊 藤

助言者 徳川生物学研究所
進 ,i.:隻):1･:

森村 裕次

Ⅰ 屋外水槽による飼料培養試験

ここでは､大量の餌科の連続的な生産を目的として､当所vc設置されている屋外コンク リート永槽を

使用し､PhaeodactylLm tricornuttDn (以下Ph.と略記)の粗放的な培養を試みた｡

1.栄養塩の濃度に関する試験

屋外水槽による粗放的な培養では､期待できる増殖量が室内培善に比戟 してかなb低 く､添加する

栄養塩も低濃産で充足されることが予想される｡この試験は期待できる増殖量 と､それに対応 して必

要な栄養塩の濃変を把撞するために行なった｡

(1) 試 験 方 法

A 培 華 液

(刃 NaNO 3

@ Na2HPO4 ･12H2 0

@ Na2SiO,･5H20

2009/A

5()9/A

1.5g/,a

④ pometals (前年産の7カガイ幼生餌料大音培養試験の項参照)

上記 4種の栄養塩溶液を海水 12当b(_I).④､④液は1仰2.④液は0.5竹乙L添加 したもの を

栄養塩濃度 1単位とした｡

B 培 養 容 器

U 10L容木口瓶 (液量82)

④ 屋外コンク リー ト水槽

縦5.OmX横 1.5m x深さ0.8m (液量 6,0002)

(2) 結果および考察

結果は第 1- 5表VE示 した｡

室内培養では､ほほ栄養塩濃度yc見合った増殖量 を得るこ とができた. しか しながら屋外培養yc

かいては､いずれの場合も室内培養の結果から期待される増殖量には到っていない.屋外培養での

◇
別 召和 44年度指定調査研究総合助成事業 ｢餌料生物大量培養技術研究｣として行な ったもので､詳

細は昭和44年度指定調査研究総合助成事業報告書 (青水増資料S44一帖 12)として発表 した｡
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第1回試験の増殖れ思わ しくなか ったのは接種量が少を過ぎたためと考えられたo室内､屋外培養

共に栄養塩濃変が低い程､初期の増殖は速い傾向が見られた0

第 1表 10L容木口瓶ytよる栄養塩濃度試験 (第1回試馬㊥

蕃塩濃度培養日. A B C D1 単 位 1/5単位 1/ 10

単位 1/30単位0 細 胞 数 5x107/Lit. (VpO,0

0565mL/Lit.)1 14 12 12 I10

2 51 /,F52 57

1613 158 160 211 1844 274(0.200) 540(
0.254)∫ 549(0.25

0) 215(0.lsd)5 440 445 428 2196 562 (0

.444) 470(0.A72) 484(0.556) 224.(0.114)7 720(0.655) 495(0.505) 497(0.5

57) 184(0.055)数字は細胞数xlO7/Lit. ,()内はVp

mJL/Lit第2表 10.e容木口瓶ycよる栄養

塩濃度試験 (第2回試験)二≡ E F G H1 単 位
1/10単位 1/20単

位 1/ 30単位0

細 胞 数 5x107 /Lit. (VpO.0∩525m.a/Lit)1 15 10 ll

152 42 52 5

4 543 151(0.106) 208(0.144) 199(8.124)

175(0.120)4 527 576 528

2255 471(0.5叩) 525(0.556) 554(0.2



第 3表 10Je容木 口瓶による栄養塩濃度試験 (第 3回試験)

墾 塩濃度培養日数＼ Ⅰ J K
Lf 1 単 位 1/5単位 1/10単位

1/30単位0 細 胞 数 5 0 x107/Lit. (Vp O.05

65mL/Lit)1 82

95 105 1052

252 280 505 2523 544(0.267) 409(0.5占7) 471(0.527) 512(0

.25Ao)4 454 5d4 545 5605 546(0.467)

657(0.527) 601(0.427) 558(0.台40)6 692(0.6

00) 755(0.580) 595(0.460) 554(0,200)7 865(0.755) 755(0.607) 572(0.475)

247(Ot155)数字は細胞数X 107/ Li

tI,()内はVpm,A/Lit第 4表 屋外水槽によ

る栄養塩濃度試験 (第 1回試験)温 度 19.9- 22.6℃ (試験期間9月1

7日～ 9月21日)照度(晴天時) 9時 21 Klux 12時 50KluX 15時 こ17 .Kl

ux＼ 転 盲培着日芸濃皮 M N 0 P1/5単位 1/10単位 1/20単位 1/ 3

0単位0 細 胞 数 1.8x1日p:'/Lit. (VpO.00142mL/Lit)

1 2.7 2

.1 2.6 2.12 4.6



第 5表 屋外水槽による栄養塩濃度試験 (第2回試験)

温 度 19.0-22.5℃ (試験期間9月24日～10月3日)

照度(晴天時) 9時 32 KluX 12時 55 KluX 15時 22 Kl

uX､ミ堰培養日 Q R S T1/5単位 1/10単位 1/2

0単位 1/30単位0 細 胞 数 5.5x107/ Lit. (Vp O.0

0447mL/Lit)I1 5.1 6.1 6.5 6

._92 8.8 ll

ll 123 6.2 24 22 29

4 1.0 56 5

9 51ゝ5 .57 66 866 89

85 1287 119 Lo.15占)

91 (0.110) 144 (8.162)8 115 84 1

529 105 115数字は細胞数 xlO7/ Lit･ ()内はVPme

/ Lit )2.通気量試験前試験において､屋外培養と室内培養では通気量化大きな差があD､屋外培着

では接種量､照変､温度と共に通気量も大きな制限要因となっている可能性があったのでこ

の試験を行なった.(1)試 験

方 法前記試験の培養液を用へ 栄養塩濃如 意 単位としたo屋外6トン水槽を使用し､通気昔

を下記の3段階に分けて試験 した｡A槽-1水槽当b約 150L/min. (培養液 lL当b約25mL/min.

iB槽- 〝 1002/min. ( 〝 17mL/mi

n.)C槽- 〝 502/min. ((2) 結果および考察結果は第6表に示 した

. 8'nL/min.)この試験では顕著な差が認められなかったが､それば通気量の最も多いA槽でも培養液 1L当

b毎分約25mLと､その絶対量が少な (､他の要因ycよる影響かよb大きいためと考えられ

た｡3.定番変維持培養試験屋外水槽を使用 した培養では､増殖の盛んな時期に､ある一定の細胞密度を基準托して､それ以



50x 107/Lを基準托 して､それ以上vc増殖 した分だけ取 b出して培養液を補充する方法を試みた.

第6表 通 気 量 試 験

温 度 ll.3-17.7℃ (試験期間 10月9日～10月15日)

照変 (晴天時) 9時 28 KluX 12時 42 KluX 15時 . 14 Kl

uX通気量培 養 日数＼ A
B C1502/min. look/min.

502/min.0 細 胞 数 5.5x107/Lit. (Vp O.

006mL/Lit.)1 5.0 5.5 5.0

2 8.9 9.

2 ･､7.03

15 16 ll4 24 27 176 57 (0.058) 64 (a.064) 40 (0.046)

数字は細胞数 x

lOT/ Lit･,() 内はVp珊L/Lit(1) 試 験 方 法栄養塩濃度は1/10単位､通気量は1水槽 当,b毎分約1･00Lとした

ot2)結果および考察

結果は第1図および第 7表vc示 した

｡第 7表 定番慶維持培養試験野轟天皮培蕃日数 時 A

B C12.5-16.6℃ (試験期間10月9甲～10月22日)

9時 26-28 KluX 12時 .42- 47KluX 15時 12-14KluX･ 6 ｣■57.0(0.058) 65.8 (0.064) 40.2 (0.Odd)
･-→ 50.0( 6752) -50.0(1,2752) → 50丁0(1

,POOL)7 69.8 (0.071) 67.5 (0.069) 48.0 (
0.064)→50.0(1,7252) →50.0(1,5002

) → 50.0(2,175L)8 42.5 47.2 55.0 (0

.054)十 50.0( 825L)9 60.2 (0.085) 67.0(0
.098) 42.2 (0.066)→50.0( 9752) -50.

.0(1,500L) → 50.0(1,7252)10 52.2 (0.077)
由.2 (0.080) 42.7 (0.084)→50.0( 225L)

→50.0(1,425L) - 50.0(1.7252)ll ム6.2 (0.pO91) 52.5 (0.085) 57.5 (0.082)-40.0( 7504) →50.0.( 225L) I->50.0(1,1254)

12 50.2 (0.
089) 45.
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第 7表の57･0 (0･058) → 50･0 (6752)は､細胞数が57.Ox l_07 /且 ､藻体容積

(Vp)が0･058珊 A/A の時に675Lの換水yT.よb細胞数を50.Oxl07 / LvE調整 した

ことを示 しているo又､この時の細胞数とVpに､換水音を乗 じた値を収穫音として第1図の下段

に示 した｡

綿胞数はPh･のみを計数 したが ､Vpは他のものも含んだ値である. P･hの他には Ch｡｡t｡cer｡s

sp･と SkeletoneTrnSP･の群体が多く見られ､培養の後期に細胞数に比較 してVpが増加 し

たのは､主にこれ らのプランク トンと有機残さによるものであった.

Ⅱ Chaetoceros calcitransの炭酸ガス混合通気培 養試験

1.試 験 方 法

102容木口瓶と22容平底フラスコを使用し､ (a)､当所で定めた培養液 (前年産の7カガイ

幼生餌判大量培養試験 第1表参照)､ (b)､ESW一皿(第8表)､ (bう､ 1ノ4濃度ESW

一正の3種の培養液でChaetoceroscalcitrans(以下Oh.と略記) の培養試験を行ない､Phaeodact-

yl叩ltricornutum (以下Ph.と略記)の増殖 を比較 した.

通気量は培養液 1L当9300-500m.a/minとし､炭酸ガス混合率は約 0.5番とした｡培養

容器と光源などを第2図に示した.

第 8表 ESW-Ⅱ培養液

栄 養 塩 類 滑 過海水1L当Dの添加量

① KNO3 16.89/A 100

mL㊥ K2HPO一 ※ 16.0g/A

1O mL③ Na2SiL､0 3 ..9H20 ,5.069/A

10mL④ FeSO一 .7H20.※ 5.0g

/A llnL⑨ 如 non一 s A5 SOlution 1m.a

H3 803 2.85gMnC1

2.4'H20 1.819Zn

SO一.7H20 0.22gCu

SO一 .7H20 0.078g(NH4)6M'07 02一 .4H

20 0.1719D.W. 1 2(釘

KHOO3 ※※ 100g/A 10mL※④液と④液は別ycして加熱殺菌 し､放冷後混合する

疲蓑㊥液は紫
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第 2図 培 蕃 容 器 と 光 源

2.結果および考察結果は第9-13表vc示した.Ch.の培養結果は書巻鞠 a)で最も良I､次いで1/4ESW一江､ESW-Ⅱの頃であった.

これvc対 しPh.の培養では､いずれの場合もESW-Ⅱで最も良い結果を示 し､特把1.e容扁平フラスコ

での培養 (第2図の0､第14表)では非常に良い結果を得るこ

とかできた｡第9表 10L容木 口瓶vcよるCh::C･･･al

citransの培養 ･(第 1回試験)ミ挙液照Jk培蕃日数
＼ A A′ 8 B′ C C′a b′

b蛍 光 灯 1本 点 灯 (容 器 前 面 で5Klux

)0 1.50x109,ceHs/Lit.

1 1.dd 1.68 1.60 1

.66 1.52 1.553 2.56 2.47 2.55 2.21 1.96 1.80



第10表 10L容木 口瓶ycよる

Ch.Calcitransの培養 (第2回試験)

口:ヽヽ増､､春 慶冒数 D E

Fa

b′ b蛍

光灯 2本点灯(5

Kluxx2)0 4.14x10○c

ells/Lit.1 5.7

8 5.28 4.922 6.22 6.92 5.12

3 6.2

0 5.52 4.904 5.84 第 1_1表 2L容平底

フラスコによるOh

.Calcitransの培養S>

髄 J 0 H Ⅰ

芸 ､､､こ軒日敬 a b′

b容器前面で3KluX0 8.17x 10○cells/Li

t.2 17.4 12.6

12.03 20.5

16.4 15.6.4 25.5 19.4 17.0

5 25.4 25.2 17.78 50.4 24.1 18.5

9 25.9 25,4 1

4.2第 12表 102容木口瓶によるPh.tricornut

umの培養 (第1回試験)揺 液照培蕃日数 慶 J K La b′ b蛍 光 灯 2本 点 灯

(5KluXx2) メ0 ′1.05xlDlo cells/Lit. (Vp 1.20mL/Li.t

.)1 1.52 1.56

1.58以後蛍光灯 6本点灯 (5Klux Xd)4 2.19く2.74) 2.40(2.96)
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第 13表 _10L容木 口瓶によるPh･tricornutumの培養 (第2回試験)

培 養 液照培養日数 慶 ーM N

0a

b′ b蛍 光 灯 6本 点 灯 (5K

luxx6)0 1.60x10 tO cells/Lit. (Vp 1.

98m∽ it.)1 1.81(2.26) 1.98(2.26)

1.65(2.16)3 2.54(5.02) 2.70(5

.04) 2.85(5.22)4 5.26(5.50) 5.18(5.40) 5.46(5.

60)6 5.95 5.60 4.297 5.79(5.00) 5.69(5.14

) 4.42(5.85)8 4.69

(5.95)10 5.

54(2.88) 4.51(4.04)( )内はVp mL/Li

t･第 14表 1.e容扇平フラスコによるPh･tricornutumの培養

培養液照培養 日数 産 P Qb ら50KluX

(水銀灯)0 105.52x10 ceHs/Lit.(Vp 5.

86mL/Lit.)1 8.08 (9.67) 5.19 (6.75

)2 12.6 10.

74




